
       
 



 
                             

                             

   

鶴
松
村
の
史
料
群
中
に
、
法
多
山
尊
永
寺
の
厄
除
観
世
音

再
建
の
た
め
の
勧
進
帳―

―

寄
附
金
募
集
の
呼
び
か
け
の
史

料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
上
写
真
）。
版
木
で
印
刷
さ
れ
た
冊

子
で
す
。 

 

酉
年
（
一
八
四
九
）
三
月
十
日
付
け
『
厄
除
観
世
音
勧
進

帳
』
と
い
う
史
料
で
す
が
、
鶴
松
村
に
寄
付
金
集
め
の
担
当

者
が
い
て
、
そ
の
縁
で
残
さ
れ
た
、
と
い
う
よ
う
な
事
情
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

本
文
末
尾
に
「
嘉
永
元
申
の
冬
」（
一
八
四
八
年
の
冬
）
に

内
容
が
書
か
れ
た
、
と
あ
り
、
表
紙
に
「
酉
年
三
月
十
日
」

と
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
冊
子
が
作
ら
れ
た
の
が
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
三
月
十
日
と
分
か
り
ま
す
。 

中
に
「
厄
除
観
世
音
再
建
勧
進
牒
序
」
と
い
う
文
章
が
あ

り
、
再
建
に
至
る
大
体
の
事
情
が
分
か
り
ま
す
。 

 

厄
除

や
く
よ
け

観
く
ハ
ん

世せ

音を
ん

再
建

さ
い
こ
ん

勧
進

か
ん
し
ん

牒て
う

序し
よ 

白
川

し
ら
か
ハ

両
帝

り
や
う
て
い

ノ
勅
願
所

ち
よ
く
か
ん
し
よ

法は
つ

多
山

た

さ

ん

ハ
、
往
昔

を

う

こ

行
基

き
や
う
き

大
士

た

い

し

聖
せ
や
う

武む

皇
帝

こ
う
て
い

の

詔
ミ
こ
と
の
り

を
承う

け

て
、
諸し

よ

人
の
厄
災

や
く
さ
い

を
済す

く

は
ん
為た

め

に

観
世
音

く
ハ
ん
せ
を
ん

の
尊
像

そ
ん
そ
う

を
安
置

あ

ん

ち

し
給た

ま

ふ
霊
場

れ
い
し
や
う

な
り
。

抑
そ
も
〳
〵

此こ
の

菩
薩

ほ

さ

つ

ハ
大
慈

た

い

し

大
悲

た

い

ひ

の
門も

ん

に
出い

て

て

諸
も
ろ
〳
〵

の
災
難

さ
い
な
ん

を
払
ひ
、

普
あ
ま
ね

く
福ふ

く

智ち

の
二
徳と

く

を
与あ

た

へ
給た

ま

ふ
。

経

曰

き
や
う
に
い
わ
く

、
福
聚

ふ
く
し
ゆ

海
無
量

か
い
む
り
や
う

観
音

く
ハ
ん
を
ん

妙め
う

智
力

ち

り

き

云う
ん

〻〳
〵

。
誓
願

せ
い
か
ん

豈あ
に

空む
な

し
か
ら
ん
哉や

。

嗚
呼

あ

ゝ

時と
き

な
る
哉か

な

、
弘
化

か

う

か

二
乙

き
の
と

未
ひ
つ
じ

春は
る

伽
藍

か

ら

ん

一
時

い

つ

し

に
回
録

か
い
ろ
く

の
災さ

い

に
罹か

ゝ

れ
り
。
於

是

こ
ゝ
に
お
い
て

一
鉢

い
つ
は
つ

の
衆
徒
等

し

ゆ

と

ら

悲
歎

ひ

た

ん

寝し
ん

食
し
よ
く

を

忘わ
す

る
。

然
し
か
り

と
い
へ
と
も
尚な

を

尊
像

そ
ん
そ
う

の

恙
つ
ゝ
か

な
か
り
し
事こ

と

酉年（1849）３月 10日付け『厄除観世音勧進帳』 

１葉目表（上写真の向かって左側のページ）には、1845 年以前の境内イメージ図が載っている。 



即
す
な
ハ
ち

霊
験

れ
い
け
ん

の
ハ
た
す
所

と
こ
ろ

な
り
。
因よ

つ

て
茲こ

ゝ

に
再
建

さ
い
こ
ん

の
志し

願か
ん

を
発お

こ

し
、
普

あ
ま
ね

く
十
方

し
つ
ほ
う

に
乞こ

ひ
、
有
信

う

し

ん

の
良
材

り
や
う
さ
い

を
集あ

つ

め

速
す
ミ
や
か

ニ
旧
粧

き
う
せ
う

ニ
復ふ

く

せ
ん
と
す
。
仰

あ
を
き

希
ね
か
ハ
く
ハ

善
根

せ
ん
こ
ん

を
積つ

ミ

、

余
慶

よ

け

い

子
孫

し

そ

ん

に

伝
つ
た
ハ
る

間
の
浄
財

し
よ
う
さ
い

を
投と

う

し
、
伽
藍

か

ら

ん

円え
ん

成せ
い

の

望
の
そ
ミ

を
遂と

け

給た
ま

ハ
ヽ
、
衆し

ゆ

徒と

の
満
足

ま
ん
そ
く

ハ
言い

う

も
更
に
て
菩
薩
の

功
徳
亦
少
な
か
ら
ん
と
云
レ

爾
。 

嘉
永
元
申
の
冬 

 
 
 

法
多
山
尊
永
寺

衆
徒
中
（
印
） 

  

振
仮
名
が
あ
る
の
で
、
当
時
の
読
み
方
が
分
か
っ
て
大
変

あ
り
が
た
い
で
す
。 

 

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
春
に
、
伽
藍
一
切
が
「
回
録
」

（
回
禄
／
火
の
神
。
転
じ
て
火
災
の
こ
と
）
の
災
に
罹
り
、

焼
失
し
て
し
ま
っ
た
、
と
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
尊
像
は

無
事
だ
っ
た
の
で
、
建
物
を
再
建
し
た
い
、
と
言
っ
て
い
ま

す
。
「
伽
藍
円
成
の
望
を
遂
給
ハ
ヽ
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、

伽
藍
全
体
の
復
興
を
企
図
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

募
集
し
て
い
る
寄
付
額
と
そ
の
用
途
を
表
に
ま
と
め
、
左

下
に
載
せ
ま
し
た
。
寺
社
建
築
に
詳
し
い
方
は
そ
こ
か
ら
推

測
し
て
み
て
く
だ
さ
い
（
私
は
建
築
に
詳
し
く
な
い
で
す
）。 

 

さ
て
、
こ
こ
で
、
表
紙
見
返
（
上
写
真
の
向
か
っ
て
右
側

の
ペ
ー
ジ
）
に
あ
る
「
口
上
」
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

口
上 

一
、
勧
物
之
義
者
三
ヶ
年
亦
者
五
ヶ
年
ニ

而
も
不
レ

苦
候

間
、
精
〻
御
助
成
希
候
。
尤
年
〻
九
月
十
六
日
よ

り
十
八
日
迄
三
日
之
間
、
世
話
人
出
張
勧
物
受
納

掛
札
等
い
た
し
候
。
其
余
者
学
頭
正
法
院
ニ

而
致
二

山
納
一

候
間
、
印
鑑
引
合
御
奉
納
可
レ

被
レ

下
候
。 

一
、
勧
物
之
義
当
山
ゟ
集
人
等
一
切
差
出
不
レ

申
候
間
、

若
左
様
之
も
の
罷
越
候
て
も
、
決
而
御
渡
被
レ

下

間
敷
候
。 

  

一
つ
目
の
一
つ
書
き
で
は
、
勧
進
は
、
三
ヶ
年
で
も
五
ヶ

年
で
も
良
い
、
ま
た
、
毎
年
九
月
十
六
日
～
十
八
日
ま
で
の

三
日
間
の
み
、
世
話
人
が
出
張
し
て
勧
進
を
受
け
る
。
そ
れ

以
外
は
学
頭
正
法
院
で
受
け
る
、
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

 

面
白
い
の
が
二
つ
目
の
一
つ
書
き
で
、「
勧
進
は
、
当
山
か

ら
は
集
金
の
人
は
一
切
出
し
ま
せ
ん
。
も
し
そ
の
よ
う
な
者

が
来
て
も
、
決
し
て
お
金
を
渡
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
あ

り
ま
す
。 

 

九
月
十
六
日
～
十
八
日
の
間
の
世
話
人
以
外
は
、
集
金
の

人
は
出
さ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

こ
れ
は
、
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
の

呼
び
か
け
で
す
。
こ
の
種
の
呼
び
か
け
と
し
て
は
、
今
見
つ

か
っ
て
い
る
中
で
は
市
内
最
古
の
事
例
で
す
。 

 

特
殊
詐
欺
と
は
な
ん
と
も
現
代
的
な
話
題
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
、
災
害
に
か
こ
つ
け
た
犯
罪
は
昔
か
ら
あ
っ
た
よ
う

で
す
。 

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
閏
八
月
四
日
に
、
袋
井
市
域

で
広
範
囲
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
大
雨
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
大
雨
の
被
害
に
つ
い
て
記
し
た
『
浅
羽
町
史 

資
料

編
二 

近
世
』
九
二
号
文
書
（
原
題
は
『
当
子
年
凶
作
ニ
付

色
々
書
記
事
』）
に
は
「
文
化
十
三
閏
八
月
四
日
、
大
風
雨
汐

風
ニ
而
惣
方
難
儀
筋
存
候
。
然
処
竹
木
并
こ
ろ
ひ
家
数
多
有

レ

之
、
村
中
之
内
不
審
見
舞
罷
出
候
」（
一
九
〇
頁
）
云
々
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
梅
山
の
史
料
で
、
見
る
と
、
災
害
に
便
乗
し
た
詐

欺
ら
し
き
輩
（「
不
審
見
舞
」）
が
い
た
よ
う
で
す
。 

 

同
じ
く
鶴
松
村
に
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
十
一
月
十

六
日
付
け
『
法
多
山
再
建
寄
附
金
取
集
メ
帳
』
と
い
う
史
料

が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
、
安
政
東
海
地
震
で
被
害
を
受
け
た
法

多
山
尊
永
寺
の
再
建
の
た
め
の
寄
付
金
募
集
で
す
。 

 

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
火
災
か
ら
再
建
し
た
と
思
っ

た
ら
、
安
政
東
海
地
震
の
被
害
に
遭
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
 

（
一
八
四
八
） 

（「
尊
永
寺
」） 『厄除観世音勧進帳』表紙 

金額 用途

金100両 宮殿料

金100両 大虹梁

金20両ずつ 来光柱

金15両ずつ 樫柱

金10両ずつ 裏通柱

金5両ずつ 樫虹梁

金3両ずつ 柱貫

金1両ずつ 組物一組

金200疋ずつ 鴨居敷居

金100疋ずつ 化粧垂木

金2朱ずつ 升　一つ

3匁ずつ 大工手間一人分

松・杉など数百本

表
：『
厄
除
観
世
音
勧
進
帳
』
で
募
集
し
て
い
る
寄
付
金
額
及
び
そ
の
用
途 
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全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
袋
井
市
域
の
安
政
東
海
地
震

（
嘉
永
東
海
地
震
）
被
害
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
紹

介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

松
原
村
の
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
二
月
付
け
「
御
糺
ニ

付

奉
差
上
候
御
請
書
之
事
」
と
い
う
史
料
に
は
以
下
の
よ
う
に

あ
っ
て
、
震
災
で
川
に
被
害
が
出
た
た
め
、
被
災
後
に
そ
の

整
備
に
当
た
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

（
前
略
）
去
年
十
一
月
大
地
震
ニ
而

川
床
大
変
ニ

震
出
し
、

前
後
堤
通
欠
崩
滅
所
等
出
来
。
其
故
潰
砂
川
床
江

押
出

候
ニ

付
、
川
幅
弐
三
拾
間
も
御
座
候
処
、
只
五
、
六
間
ニ

震
縮
候
場
所
も
出
来
候
ニ

付
、
右
中
新
田
村
外
四
ヶ
村

者
不
レ

及
レ

申
、
私
共
村
〻
悪
水
之
吐
方
無
レ

之
、
当
節
ニ

而

も
場
所
ニ

寄
乗
水
仕
、
苗
代
時
節
ニ

至
候
ヘ
共
、
甚
差

支
、
難
渋
当
惑
仕
候
ニ

付
、（
後
略
） 

  

こ
れ
は
、
西
尾
隠
岐
守
（
横
須
賀
）
の
領
分
で
あ
る
中
新

田
村
・
東
同
笠
村
・
梅
田
村
・
西
同
笠
村
・
小
島
方
村
五
ヶ

村
の
五
ヶ
村
に
関
す
る
記
述
で
す
が
、
横
須
賀
川
・
浅
羽
川

が
浅
羽
の
前
川
に
落
ち
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
安
政
東
海
地

震
で
川
床
が
震
え
、
堤
も
壊
れ
、
砂
が
川
床
へ
押
し
出
さ
れ

た
、
と
の
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
文
書
で
は
、
川
床
に
砂
が
溜
ま
っ
た
の
で
水
が
あ
ふ

れ
、
被
害
が
出
て
お
り
、
苗
代
の
時
節
で
も
あ
る
の
で
、
浚

渫
と
、
川
の
付
け
替
え
を
行
い
た
い
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

恐
ら
く
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
領
主
側
か
ら
も
う
一
度

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
村
々
か
ら
回
答
を
し
て
い
ま
す
。 

（
一
八
五
四
） 

〔×

臨 

カ
〕 

〔×

悪
〕 〔×

候
〕 

〔×

■
〕 

安政２年（1855）２月付け『再御糺御請書』 



そ
れ
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
二
月
付
け
『
再
御
糺
御

請
書
』
と
い
う
史
料
（
前
ペ
ー
ジ
写
真
）
で
、『
浅
羽
町
史 

資

料
編
二 
近
世
』
三
四
七
号
「
新
川
堀
替
に
関
す
る
請
書
（
縦
）」

（
五
九
三―
五
九
四
頁
）
と
し
て
、
浅
羽
町
史
に
も
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
史
料
原
本
を
見
る
と
、
一
葉
表
「
追
年
」

（
年
を
追
っ
て
進
む
こ
と
）
が
浅
羽
町
史
で
は
「
近
年
」
に

な
っ
て
い
た
り
、
二
葉
表
「
見
上
」
が
浅
羽
町
史
で
は
「
見

分
」
と
な
っ
て
い
た
り
と
異
同
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
浅
羽

町
史
の
誤
読
の
よ
う
で
す
。 

『
再
御
糺
御
請
書
』
を
見
る
と
、
も
と
も
と
悪
水
（
使
用

済
み
の
水
な
ど
）
を
横
須
賀
川
に
吐
き
落
と
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
年
々
砂
が
溜
ま
っ
て
水
吐
が
悪
く
な
っ
て
お
り
、
ち
ょ

っ
と
し
た
雨
で
も
耕
地
に
水
が
溜
ま
り
、
作
毛
に
被
害
が
出

て
、
困
窮
し
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

そ
ん
な
中
、
安
政
東
海
地
震
が
起
こ
り
、
川
床
が
押
し
上

げ
ら
れ
た
た
め
、
水
害
が
ひ
ど
く
な
り
、
耕
地
が
悉
く
池
に

な
っ
て
し
ま
う
、
と
の
こ
と
で
す
。 

 

ま
た
、
川
の
模
様
替
え
工
事
を
行
う
こ
と
で
、
水
害
を
解

決
す
る
計
画
だ
っ
た
よ
う
で
、
太
田
川
の
下
流
の
方
へ
掘
っ

て
水
を
流
す
、
と
い
う
計
画
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

見
る
と
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
主

が
普
請
を
願
い
出
た
も
の
の
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、

西
尾
隠
岐
守
が
願
い
出
て
く
れ
た
の
で
、
周
囲
の
村
々
も
、

横
須
賀
領
の
村
々
同
様
に
普
請
が
進
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
の

よ
う
で
す
。 

 

（
前
略
） 

此
儀
悪
水
吐
兼
難
儀
之
筋
川
床
浚
切
場
等
御
普
請
之
儀

銘
〻
地
頭
ゟ
御
願
立
、
進
達
者
不
レ

仕
候
得
共
、
西
尾
隠

岐
守
様
ゟ
御
願
立
有
之
御
見
分
相
成
候
ニ

付
、
諸
事
横

須
賀
御
領
分
願
立
村
〻
同
様
相
心
得
申
合
、
対
談
仕
置

候
儀
ニ

御
座
候
。 

（
後
略
） 

  

袋
井
宿
に
つ
い
て
は
、
『
袋
井
市
史 

史
料
編
二 

近
世
』

一
六
四
号
「
大
地
震
ニ
付
金
銭
御
借
嘆
願
書
」（
五
三
五―

五

三
六
頁
）
と
い
う
史
料
が
あ
り
ま
す
。 

 

史
料
整
理
の
ス
タ
イ
ル
で
史
料
名
を
付
け
る
な
ら
嘉
永
七

年
（
一
八
五
四
）
十
一
月
付
け
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」

と
な
り
ま
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
以
下
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

 

（
前
略
）
私
共
宿
方
之
儀
、
当
月
四
日
大
地
震
ニ

而
一
宿

不
レ

残
潰
家
ニ

相
成
候
上
、
及
二

焼
失
一

多
分
之
即
死
・
怪

我
人
等
出
来
候
ニ

付
、
御
出
役
御
見
分
被
二

成
下
一

、
取

調
之
上
、
数
百
人
之
飢
人
難
二

御
見
捨
一

、
再
応
御
救
夫

食
等
被
二

下
置
一

漸
助
命
仕
。
其
余
急
場
御
手
当
御
借
等

被
二 
仰
付
一

御
状
箱
御
継
合
仕
候
得
共
、
数
百
軒
之
も

の
共
雨
露
之
手
当
も
不
レ

致
、
昼
夜
慈
歎
之
余
リ
小
屋

掛
之
手
当
も
出
来
兼
、
最
寄
竹
木
之
下
ニ

菰
を
つ
る
し

候
に
平
常
相
用
候
井
戸
者
不
レ

残
震
崩
候
故
、
野
川
之

泥
水
を
汲
呑
水
ニ

相
用
候
故
哉
、
老
人
子
供
者
病
気
付

寒
気
も
凌
兼
、
追
々
重
病
ニ

相
成
候
も
の
も
有
レ

之
候
得

共
、
薬
用
之
手
当
も
不
二

行
届
一

、
艱
難
之
次
第
者
難
二

申
上
一

、
落
洩
之
外
不
レ

忍
レ

見
ニ

、
此
度
之
災
害
一
般
之

義
ニ

而
中
々
下
方
ニ

お
ゐ
て
金
銭
之
融
通
者
更
ニ

無
二

御

座
一

、
他
村
親
類
之
無
二

差
別
一

、
当
日
之
夫
食
貯
有
レ

之

候
も
の
ニ

而
助
合
是
迄
露
命
仕
候
得
共
、
此
上
御
通
行

御
継
合
之
義
而
已

心
配
罷
在
、
且
者
銘
々
相
続
之
手
段
無

二

御
座
一

候
間
、
不
レ

顧
レ

恐
を
も
奉
二

歎
願
一

候
。（
後
略
） 

  

中
泉
の
御
役
所
に
金
銭
の
借
用
を
お
願
い
し
た
文
書
で
す
。

袋
井
宿
の
被
害
と
、
震
災
後
の
被
害
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

数
百
人
の
飢
人
が
い
て
、
御
救
夫
食
米
の
支
給
に
よ
っ
て
、

な
ん
と
か
助
命
が
で
き
た
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
文
書
に
登
場
す
る
被
害
、
問
題
は
飢
餓

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

井
戸
が
地
震
で
壊
れ
た
の
で
、
野
の
川
の
泥
水
を
汲
ん
で

飲
用
に
し
、
高
齢
者
や
子
供
な
ど
、
抵
抗
力
が
弱
い
層
に
病

気
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。
重
病
に
な
る
人
も
い
て
、
薬
の
供

給
が
追
い
付
か
な
い
、
と
の
こ
と
で
す
。 

 

文
書
で
は
、「
薬
用
之
手
当
も
不
二

行
届
一

、
艱
難
之
次
第
者

難
二

申
上
一

」
と
い
う
話
題
に
続
け
て
、「
他
村
親
類
之
無
二

差

別
一

、
当
日
之
夫
食
貯
有
レ

之
候
も
の
ニ

而
助
合
是
迄
露
命
仕

候
得
共
」（
他
村
の
者
だ
、
と
か
、
親
類
だ
、
と
い
っ
た
差
別

な
く
、
そ
の
日
の
夫
食
で
貯
蓄
さ
れ
て
い
る
も
の
を
出
し
て

助
け
合
い
、
こ
れ
ま
で
露
命
を
つ
な
い
で
き
た
の
で
す
が
）

と
、
食
べ
物
を
分
け
合
っ
て
、
な
ん
と
か
や
っ
て
い
ま
す
が
、

と
断
り
つ
つ
、
お
金
を
要
求
し
て
い
ま
す
。 

 

と
い
う
こ
と
は
、
野
川
の
水
を
飲
ん
で
悪
い
病
気
に
か
か

っ
た
人
の
問
題
が
、
食
糧
不
足
以
上
に
深
刻
で
、
薬
を
買
う

た
め
に
お
金
が
ほ
し
い
、
と
要
求
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。 

 

川
の
水
を
飲
ん
で
病
に
、
と
い
う
こ
と
は
、
細
菌
に
よ
る

感
染
症
か
も
し
れ
ず
、
感
染
の
拡
大
が
喫
緊
の
課
題
だ
っ
た

可
能
性
が
う
か
が
え
ま
す
。 

  
 

（
印
） 

〔
カ
〕 

〔
カ
〕 
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「
鳴
動
す
る
地
面
、
奔
走
す
る
人
間
」
展
示
解
説
本
編
に
、

北
原
川
村
の
元
禄
地
震
に
関
す
る
史
料
を
載
せ
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
に
も
、
袋
井
市
域
に
は
、
遠
隔
地
の
震
災
に
関
す

る
記
事
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

『
噺
伝
記
』
に
は
、
安
政
東
海
地
震
の
前
、
嘉
永
七
年
六

月
十
五
日
（
太
陽
暦
一
八
五
四
年
七
月
九
日
）
に
発
生
し
た

伊
賀
上
野
地
震
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
り
ま
す
（
上
写
真
）。 

 

読
ん
で
み
る
と
、
伊
賀
上
野
地
震
の
災
害
情
報
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
は
な
さ
そ
う
で
す
。 

伊
賀
上
野
地
震
は
、
京
都
府
南
部
に
も
史
料
が
残
さ
れ
て

い
て
、
そ
ち
ら
は
詳
し
い
被
害
情
報
で
す
。
京
都
府
南
部
で

は
、
伊
賀
上
野
地
震
で
被
害
が
出
た
た
め
に
、
詳
し
い
情
報

が
残
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
見
取
村
で
は
（
と
い
う
よ
り
袋

井
市
域
で
は
？
）、
そ
れ
ほ
ど
の
被
害
が
出
な
か
っ
た
た
め
、

あ
る
程
度
の
情
報
だ
け
記
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

情
報
の
正
確
さ
や
密
度
は
と
も
か
く
と
し
て
、
地
元
に
被

害
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
災
害
の
こ
と
ま
で
記
録
し
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

北
原
川
村
の
元
禄
地
震
記
録
は
、
近
い
村
の
人
が
、
江
戸

に
行
っ
た
帰
り
に
箱
根
で
被
害
に
遭
い
亡
く
な
っ
た
、
と
い

う
こ
と
で
記
録
さ
れ
た
も
の
で
、
い
わ
ば
、
自
分
た
ち
の
生

活
圏
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
、
詳
し
く
記
し
た
も
の
と
い
う

可
能
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

一
方
、『
噺
伝
記
』
の
伊
賀
上
野
地
震
の
記
事
は
、「
余
リ

稀

成
ル

儀
故
、
印
置
申
候
」（
あ
ま
り
に
珍
し
い
の
で
記
し
た
）

と
あ
り
、
地
元
の
被
害
と
は
無
関
係
に
、
珍
し
い
、
大
き
な

災
害
だ
っ
た
か
ら
、
と
記
録
し
て
い
ま
す
。 

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
以
降
〔
安
政
地
震
経
過
書
付
〕 

見
取
村
『
噺
伝
記
』
よ
り 

（
前
略
） 

嘉
永
七
寅
年
年
号
改 

一
、
安
政
元
甲

寅
ノ
六
月
十
四
日 

大
地
震
四
ヶ
市
宿
震
潰
レ

、
又
ハ 

焼
失
い
た
し
候
故
、
人
命
を
失
ひ
、
旅
人
茂
多
ク

死
ス

。
余
リ 

稀
成
ル

儀
故
、
印
置
申
候
。
是
ハ
夜
ル

九
ツ

頃
ノ
事
也
。 

（
後
略
） 

尾
州
津
島
辺 

 

大
破 

勢
州
桒
名
四
ヶ
市
大
潰
レ 

伊
賀
ノ
上
野
辺 

大
潰
レ 

ツ
ブ 

（
一
八
五
四
） 

（
一
八
五
四
） 



 
鶴
松
村
の
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
以
降
に
書
か
れ
た

書
付
（
〔
安
政
地
震
経
過
書
付
〕
）
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
、

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
九
月
の
地
震
と
、
十
月
の
安
政
江

戸
地
震
の
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
部
分
を
引
用

し
ま
す
。 

 

［
原
文
］ 

□
□
其
年
も
明
安
政
二
年
乙
卯 

夫
よ
り
段
〻
春
も
過
、
夏
も
過
、
九
月 

廿
八
日
く
れ
六
時
分
又
地
震 

ニ
而
早
立
之
家
ハ
ひ
つ
ミ
お
や
し 

明
十
月
四
日
夜
凡
四
ツ
時
分 

江
戸
大
地
し
ん
ニ
而

、
人
死
の
分 

数
万
人
と
云
事
、
数
を
知
ら
す
。 

当
郷
ハ
申
達
共
格
別
な
る
ハ
な
け
れ
共
、 

長
地
し
ん
也
。 

 

［
現
代
語
訳
］ 

□
□
そ
の
年
も
明
け
て
安
政
二
年
乙
卯
（
一
八
五
五
）
。 

そ
れ
か
ら
段
々
春
も
過
ぎ
、
夏
も
過
ぎ
、
九
月
二
十
八

日
の
暮
れ
六
つ
（
午
後
六
時
頃
）
時
分
に
ま
た
地
震
が

あ
り
、
急
い
で
立
て
た
家
は
ひ
ず
ん
で
「
お
や
し
」（
壊

れ
）
、
明
け
て
十
月
四
日
の
夜
、
お
よ
そ
四
つ
（
午
後
十

時
頃
）
時
分
に
、
江
戸
大
地
震
に
て
、
死
者
は
数
万
人

と
い
い
、
正
確
な
数
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
と

い
う
。
当
郷
（
鶴
松
村
）
は
言
う
ほ
ど
特
別
な
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
長
い
こ
と
地
震
が
あ
っ
た
。 

  

安
政
東
海
地
震
自
体
に
つ
い
て
は
、
こ
の
史
料
に
は
、
以

下
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

安
政
改
元
甲
寅

十
一
月
四
日 

辰
中
刻
し
ぶ
ん
大
地
辰
し
ん
ニ
而 

□
家
ゆ
り
く
つ
し
、
当
村
半
潰
、 

今
凡
十
一
、
二
け
ん
。
寺
本
堂
残
す
。 

其
外
皆
御
潰
候
也
。
凡
百
余
日
間 

小
地
震
□
事
、
か
そ
ふ
る
い
と
ま
な
し
。 

伊
豆
先
大
坂
辺
大
つ
な
ミ
と
云
事
也
。 

  

こ
の
後
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
ま
で
の
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
の
で
す
が
、「
同
三
年
春
夏
相
過
、
大
へ
ん
な
事
者

な
か
り
し
に
、
八
月
廿
五
日
中
頃
な
り
し
が
、
黄
昏
方
よ
り

〻 

大

風
雨
□
□
し
が
、
凡
夜
の
四
つ
半
時
分
ニ
お
さ
ま
る
」、「
安

政
四
丁
巳

年
春
過
て
、
当
村
植
付
茂

閏
五
月
二
日
迄
ニ
畢
て
よ

り
□
た
く
さ
ん
ふ
り
、
水
ハ
沢
荒
朔
日
大
雨
し
て
夫
よ
り
十

日
迄
ふ
り
た
り
、
ふ
ら
ん
な
り
、
又
ハ
て
り
て
ハ
く
も
り
た

り
、
五
日
雨
そ
ら
て
天
気
な
ら
す
、
十
日
夜
半
過
時
分
地
し

ん
。
十
一
、
十
二
日
と
天
気
。
十
三
、
十
四
、
五
と
天
気
。

西
風
吹
て
、
田
の
為
よ
ろ
し
か
ら
す
」
な
ど
、
天
気
と
、
安

政
東
海
地
震
に
関
係
し
そ
う
な
地
震
の
記
事
が
中
心
を
占
め

て
い
ま
す
。 

安
政
江
戸
地
震
の
時
は
、
江
戸
で
は
記
録
的
な
大
雪
が
降

っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
天
気
に
つ
い
て
詳
細
な
〔
安
政
地

震
経
過
書
付
〕
に
は
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
史
料
が
、
鶴
松
村
の
耕
作
に
つ
い
て
強
い
関
心

を
も
っ
て
書
か
れ
て
い
た
た
め
、
江
戸
の
気
候
ま
で
は
書
か

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

な
お
、
安
政
東
海
地
震
に
関
係
す
る
地
震
で
大
き
か
っ
た

の
は
、〔
安
政
地
震
経
過
書
付
〕
に
よ
れ
ば
、
安
政
二
年
（
一

八
五
五
）
九
月
二
十
八
日
（
前
に
引
用
）
と
安
政
四
年
（
一

八
五
七
）
閏
五
月
二
十
四
日
の
も
の
の
よ
う
で
す
。 

 

（
前
略
）
廿
二
日
間
ニ
〳
〵
照
、
実
の
天
気
な
ら
す
、

西
南
風
ふ
く
也
。
同
夜
□

明
方

七
ツ
半
廿
四
□
□
□
□
大

地
し
ん
也
。
安
政
二
年
九
月
の
地
震
ニ
劣
ら
す
也
。
又

よ
り
小
地
震
度
〻
也
。
（
後
略
） 

 

見
取
村
の
『
噺
伝
記
』
に
も
安
政
二
年
の
地
震
の
こ
と
は

書
か
れ
て
い
ま
す
（
左
掲
）
が
、
こ
れ
は
先
に
見
た
九
月
二

十
八
日
の
地
震
で
、
安
政
江
戸
地
震
で
は
な
い
よ
う
で
す
。 

 

（
前
略
） 

一
、
安
政
二
卯
年
九
月
廿
八
日
暮
六
ツ
、
又
大
地
震
。

此
時
ハ
行
燈
其
外
立
置
候
も
の
皆
転
棚
に
上
ケ

置

候
も
の
ハ
振
落
し
、
人
〻
肝
を
潰
し
お
り
申
候
。

治
左
衛
門
方
土
蔵
立
か
へ
、
五
左
衛
門
方
瓦
門
之

場
所
江
瓦
ニ

而
長
屋
を
立
仕
合
と

、
此
度
ハ
潰
レ

不 

レ

申
候
。 

（
後
略
） 

 

【
参
考
文
献
】 

①
中
西
一
郎
・
西
山
昭
仁
「
嘉
永
七
年
（
１
８
５
４
）
伊
賀
上
野
地
震

に
関
す
る
史
料―

―

京
都
府
最
南
部
の
南
山
城
村
・
加
茂
村―

―

」

（『
地
震
』
第
二
輯
第
五
九
巻
、
二
〇
〇
六
年
）。 

②
杉
森
玲
子
『「
江
戸
大
地
震
之
図
」
を
読
む
』（
角
川
選
書
六
二

九
、
二
〇
二
〇
年
）
。 

 
 

（
一
八
五
五
） 

〔
衍 

カ
〕 

〔
万 

カ
〕 

〔×

半
〕 

（
一
八
五
四
） 

く

れ 

（
一
八
五
六
） 

朔 

（
一
八
五
七
） 

（
一
八
五
五
） 

シ
ン 

フ
ル
ウ 

ア
ン
ド
ウ 

コ
ロ
ヒ
タ
ナ 

フ
リ 

キ
モ 

ツ
ブ 

ツ
ブ 
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上
写
真
は
、
浅
羽
常
設
委
員
『
大
正
十
五
年
以
后
議
事
録
』

の
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
の
ペ
ー
ジ
で
す
。 

 

「
浅
羽
常
設
委
員
」
の
実
態
は
、「
浅
羽
常
設
委
員
と
は
こ

ん
な
も
の
だ
よ
！
」
と
い
う
史
料
が
な
い
の
で
、
明
言
し
に

く
い
の
で
す
が
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
か
ら
昭
和
十
九

年
（
一
九
四
四
）
ま
で
、
七
冊
残
さ
れ
て
い
る
議
事
録
や
、

そ
の
他
の
浅
羽
常
設
委
員
作
成
の
史
料
を
見
る
と
、
浅
羽
常

設
委
員
は
、
上
浅
羽
村
の
中
で
も
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八

八
九
）
に
合
併
し
て
上
浅
羽
村
と
な
る
前
の
浅
羽
村―

―

江
戸

時
代
の
馬
場
村
・
柴
村
・
末
永
村
・
弥
太
井
村
の
範
囲
の
、

自
治
会
連
合
会
の
よ
う
な
も
の
の
よ
う
で
す
。 

 

上
写
真
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
一
目
瞭
然
か
と
思
い
ま
す

が
、『
大
正
十
五
年
以
后
議
事
録
』
の
昭
和
十
九
年
（
一
九
四

四
）
十
二
月
の
記
事
は
随
分
文
字
が
薄
い
で
す
。 

 

『
大
正
十
五
年
以
后
議
事
録
』
は
大
正
十
五
年
（
一
九
二

六
）
三
月
二
十
六
日
条
か
ら
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十

二
月
二
十
五
日
条
ま
で
、
十
八
年
間
の
記
事
を
収
録
し
て
い

て
、
厚
さ
も
三
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
随
分
分
厚
い
で
す
。 

 

長
い
期
間
書
き
継
が
れ
て
お
り
、
時
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

戦
争
期
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
時
期
に
よ
っ
て
、
紙
の
質

や
イ
ン
ク
の
濃
さ
が
違
い
ま
す
。 

 

基
本
的
に
は
段
々
紙
の
質
が
悪
く
な
り
、
イ
ン
ク
が
薄
く

な
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
の
で
す
が
、
単
純
に
「
段
々
悪
く
、

段
々
薄
く
」
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
多
少
上
下
が
あ
り
ま
す
。 

 

紙
の
質
、
イ
ン
ク
（
途
中
ま
で
は
墨
）
の
濃
さ
で
言
う
と
、

昭
和
二
年
（
一
九
二
六
）
の
半
ば
頃
が
最
も
良
質
で
す
。 

浅羽常設委員『大正十五年以后議事録』昭和 19 年（1944）12 月 



 

そ
れ
以
前
よ
り
も
紙
の
質
が
高
く
な
り
、
墨
も
濃
く
な
る

の
で
す
が
、
そ
の
後
、
年
度
の
変
わ
り
目
く
ら
い
か
ら
、
元

の
質
に
戻
り
ま
す
。 

 

全
体
的
に
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
四
月
頃
、
す

な
わ
ち
昭
和
十
六
年
度
頃
に
、
そ
れ
以
前
よ
り
も
明
白
に
少

し
紙
の
質
が
低
く
な
り
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四
月

頃
に
、
更
に
悪
化
し
ま
す
。 

 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
三
月
頃
に
、
紙
の
質
が
決
定

的
に
悪
く
な
り
、
イ
ン
ク
も
か
な
り
薄
く
な
り
ま
す
。 

 

戦
争
の
進
展
と
と
も
に
、
紙
や
イ
ン
ク
が
手
に
入
り
に
く

く
な
っ
て
い
っ
た
状
況
を
反
映
さ
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

 

そ
こ
に
震
災
が
来
て…

…

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

な
お
、『
大
正
十
五
年
以
后
議
事
録
』
に
使
用
さ
れ
て
い
る
罫

紙
に
は
、
様
々
な
印
刷
業
者
の
名
前
が
印
字
さ
れ
て
い
る
の

で
、
紙
の
仕
入
れ
先
は
一
定
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
紙
の
質
や
文
字
の
濃
さ
な
ど
は
、
文
字
起

し
を
す
る
と
失
わ
れ
て
し
ま
う
情
報
で
は
あ
る
の
で
す
が
、

今
回
は
時
代
性
を
伝
え
て
く
れ
た
よ
う
に
、
様
々
な
情
報
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。
文
字
の
丁
寧
さ
や
書
体
か
ら
、
書
札
礼

（
文
書
の
書
き
ぶ
り
に
よ
る
儀
礼
）
が
分
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

 

史
料
の
実
物
に
触
れ
る
大
切
さ
を
示
す
例
で
す
が
、
な
か

な
か
実
物
に
は
触
れ
ら
れ
な
い
も
の
。
な
ん
と
か
、
実
物
の

雰
囲
気
を
伝
え
る
方
法
を
常
に
模
作
し
て
い
ま
す
。 

              

                     
 

『大正十五年以后議事録』厚さが分かるように撮影したもの 
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大正 15 年（1926）３月 

最初のページ 

昭和２年（1927）８月 

この頃が最も紙の質が良く文字が濃い 

昭和 19 年（1944）３月 

ここから文字が極端に薄くなる 



 
 
 

                            

                             

  

一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
に
つ
い
て
、
浅
羽
一
色
（
当
時

は
西
浅
羽
村
の
一
部
）
に
あ
っ
た
、
仲
光
寺
の
事
例
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。 

 

蔵
前
山
仲
光
寺
は
、
浅
羽
一
色
、
字
天
伯
下
に
あ
っ
た
曹

洞
宗
寺
院
（
竜
巣
院
の
末
寺
）
で
す
。
昭
和
五
十
四
年
（
一

九
七
九
）
頃
に
廃
寺
と
な
り
、
竜
巣
院
に
合
併
さ
れ
、
跡
地

に
は
公
会
堂
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
か
ら
昭
和
二
十
一
年
（
一
九

四
六
）
に
か
け
て
の
『
仲
光
寺
震
災
復
興
工
事
費
用
』
と
い

う
史
料
は
、
仲
光
寺
の
復
興
の
過
程
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
史
料
は
帳
簿
で
す
が
、
材
料
の
購
入
や
人
件
費
、
復

興
作
業
に
従
事
し
た
人
員
の
変
遷
を
、
付
さ
れ
た
日
付
も
踏

ま
え
て
整
理
す
る
と
、
復
興
過
程
が
復
元
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
帳
簿
か
ら
、
家
起
し
か
ら
作
業
を
始
め
、
再
建→

屋

根
葺
と
い
う
順
序
で
作
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
復
興
（
再
建
）
の
順
序
は
言
う
ま
で
も
な
い
も

の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
史
料
を
見
な
く
て
も
想
像
が
つ
く
も
の
で

す
が
、
そ
れ
ゆ
え
、
帳
簿
か
ら
作
業
手
順
を
復
元
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
す
。 

 

今
回
の
場
合
は
も
の
珍
し
い
手
順
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
史
料
で
裏
付
け
で
き
る
こ
と
は
貴

重
で
す
か
ら
、
確
認
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

次
ペ
ー
ジ
の
表
は
「
材
料
ノ
借
リ
分
」（
三
葉
目
表
）
と
い

う
箇
所
を
表
に
し
た
も
の
で
す
。 

 

「
借
リ
分
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
材
や
釘
を
借
り
る
と

も
思
え
な
い
の
で
、
お
金
を
借
り
て
、
そ
の
お
金
で
材
料
を

購
入
し
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

『仲光寺震災復興工事費用』「食事ノ部」のページ 

「
〃 

弐
円 

 

○
牛
肉 
宮
藤 

配
給 

 
」 

金額 内容 単価？

22円90銭 檜丸太 1本2円

11円32銭 杉柱五寸角 1本2円

13円92銭 杉柱四、五 1本2円

14円60銭 檜二ツ割四丁 2円

8円79銭 杉二ツ割三丁 2円

31円50銭

ボオトー九丁

カスガイ大八丁

太釘十一丁

ー

15円 家起人　青木組 ー

15円 大工３人へ ー

92円 裏ビサシ大工別請分十人工 ー

200円 本堂査定料金大工賃（役場へ） ー

194円40銭 家起シ鳶賃金 ー

54銭 各種釘代金 ー

15円 屋根葺一日 ー

5円 仝（屋根葺）手伝工人 ー

50円 瓦百枚 ー

10円58銭 大工賃金 ー

36円 左官三人工 ー

100円 杉皮七把代 ー

昭和20年6月3日

昭和21年1月

昭和20年1月28日

昭和20年2月1日

昭和20年3月9日

昭和20年4月4日

昭和20年5月5日

昭和20年5月20日

「
修
理
材
料
費
及
人
夫
賃
ノ
部
」 

品目 数量 どこから

タルキ棒（中古品）2間 12本 耕八

抜早板（中古品）9尺 30枚 耕八

抜板 3丁 耕八

厚イ板2間 1丁 耕八

タルキ棒9尺 1丁 耕八

折早板6尺 10枚 耕八

タルキ棒6尺 2本 耕八

杉皮 7把 田辺

釘4寸 200め 役場

釘3寸5分 300め 役場

釘5寸 300め 役場

貫2間 1本 耕八

貫6尺 2本 耕八

タルキ9尺 1本 耕八

タルキ2間 2本 耕八

マグサ6尺 2本 耕八

瓦　平 40枚 耕八

釘3寸5分 30本 静平

釘3寸5分 20本 源一郎

平瓦 60枚 耕八

昭和20年4月18日

昭和20年5月5日

昭和20年1月30日

昭和20年2月1日

「
材
料
ノ
借
リ
分
」 



 
見
る
と
役
場
か
ら
の
お
金
が
割
と
多
く
あ
り
ま
す
が
、『
仲

光
寺
震
災
復
興
工
事
費
用
』
末
尾
に
「
五
月
廿
五
日
／
一
、

金
四
拾
円
也 

県
ヨ
リ
仮
建
築
補
助
／
七
月
十
六
日
／
一
、

金
弐
拾
円
也 
震
災
見
舞
／
県
ヨ
リ
」
と
あ
り
、
県
か
ら
も

補
助
金
が
出
て
い
た
よ
う
な
の
で
、
県
の
補
助
金
に
お
付
き

合
い
し
て
出
し
た
村
役
場
の
補
助
金
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

上
表
の
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
十
八
日
に
「
マ

グ
サ
」
を
入
手
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
は
じ
め
、「
馬
で
何
か
を
運
ん
だ
の
か
な
」
と
も

思
い
ま
し
た
が
、「
人
夫
ノ
□
〔
部 

カ
〕」
の
項
を
見
る
と
、

「
四
月
十
八
日 

壁
塗
り
」
と
あ
っ
て
、「
左
官 

半
日 

二

人
」
と
、
壁
塗
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
マ
グ
サ

は
、
壁
塗
り
に
使
用
す
る
も
の
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

「
人
夫
ノ
部
」
に
は
復
興
作
業
の

人
工
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
作
業

に
伴
う
人
員
の
変
化
が
よ
く
分
か

り
ま
す
。
村
の
手
伝
い
の
人
が
多

く
、
地
域
の
お
寺
の
復
興
に
は
、
や

は
り
地
域
の
力
が
大
き
か
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

ま
た
、「
食
事
ノ
部
」
を
見
る
と
、

大
工
さ
ん
の
食
事
も
仲
光
寺
で
振

る
舞
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
一
月

三
十
日
条
「
牛
肉
」
の
横
に
は
「
配

給
」
と
あ
り
ま
す
（
前
ペ
ー
ジ
）
。 

 
品
目
を
見
る
と
、
塩
気
の
強
そ

う
な
も
の
ば
か
り
で
、
米
の
類
が

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
作
業
し

て
い
る
人
達
が
沢
庵
漬
け
ば
か
り

食
べ
る
と
い
う
の
も
考
え
に
く
い

の
で
、
お
米
は
別
に
あ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
品
目
は
別
に
用
意
し
た
、
と

い
う
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
考
え

る
に
、
お
米
は
お
寺
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

こ
う
し
た
食
べ
物
の
記
事
を
見
る
と
、
関
東
大
水
害
の
と

き
の
築
地
本
願
寺
の
よ
う
に
、
お
寺
に
炊
き
出
し
の
拠
点
と

し
て
の
働
き
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
の
、
袋
井
に
お
け

る
被
害
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
秋
～

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
十
二
月
一
日
に
編
纂
さ
れ
た
、

『
袋
井
町
震
災
誌
』
と
い
う
史
料
が
あ
り
、『
袋
井
市
史 

史

料
編
四 

近
代
現
代
』
一
三
四
号
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
（
二
五
九―

二
七
八
頁
）。 

こ
の
史
料
を
見
る
と
、
被
災
者
が
ま
ず
直
面
し
た
の
は
食

料
と
水
の
問
題
で
し
た
。 

 

十
二
月
七
日
、
震
災
が
起
き
た
日
の
午
後
九
時
半
頃
、
比

較
的
被
害
が
少
な
か
っ
た
駅
付
近
、
豊
沢
、
愛
野
方
面
か
ら
、

救
助
の
た
め
の
握
り
飯
が
や
っ
て
き
た
と
い
い
ま
す
が
、
家

屋
が
潰
れ
て
い
た
た
め
配
付
は
困
難
を
極
め
、
深
夜
十
二
時

頃
に
よ
う
や
く
配
付
が
完
了
し
た
と
い
い
ま
す
。 

 

こ
の
後
も
、
握
り
飯
が
大
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
が
、
こ
う
し
た
お
米
が
ど
こ
か
ら
出
て
い
た
の
か
、
ま

た
、
お
米
ば
か
り
な
の
は
な
ぜ
か
、
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

『
仲
光
寺
震
災
復
興
工
事
費
用
』
を
見
る
と
、
災
害
直
後

の
握
り
飯
は
、
お
寺
が
備
蓄
し
て
い
た
お
米
が
使
用
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

【
参
考
文
献
】 

①
磐
南
文
化
協
会
編
『
磐
南
の
寺
院―

磐
田
市
・
袋
井
市
の
お
寺
』（
二

〇
一
七
年
）。 

  
 

金額 食べ物 量 どこから

2円 人参 1貫200め 中村

2円 牛房 1貫め 村（一色村）

3円50銭 里芋 3貫500（め） 村（一色村）

1円 醤油 1升 長溝

2円 牛肉（配給） ー 宮藤（人名カ）

1円5銭 太葱 1貫500（め） 村（一色村）

1円40銭 沢庵漬 1貫500（め） 村（一色村）

4円 里芋 4貫め 村（一色村）

2円 味噌 550め 村（一色村）

1円 沢庵漬 500め 村（一色村）

70銭 太葱 1貫め 村（一色村）

1円 人参 500め 村（一色村）

2円 大豆 1升 村（一色村）

60銭 太根（大根） 2貫め 村（一色村）

55銭 切干とゴマ ー 村（一色村）

昭和20年1月30日

昭和20年3月1日

表：「食事ノ部」 

 

10 



 
                  

こ
の
解
説
六
ペ
ー
ジ
の
、〔
安
政
地
震
経
過
書
付
〕
の
引
用

文
に
、
「
ひ
つ
ミ
お
や
し
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
ひ
つ
ミ
お
や
し
」
の
「
ひ
つ
ミ
」
は
「
ひ
ず
み
」（
歪
み
）。

で
は
、
「
お
や
し
」
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。 

「
お
や
し
」
は
、「
お
や
す
」
と
い
う
動
詞
で
、
遠
州
弁
で

す
。「
壊
れ
る
」「
壊
す
」
の
意
味
で
、「
体
を
お
や
す
」
、「
腰

を
お
や
す
」
と
い
う
よ
う
に
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

私
の
親
の
世
代
く
ら
い
の
人
は
よ
く
使
っ
て
い
ま
す
が
、

私
く
ら
い
の
世
代
（
三
十
代
前
半
）
だ
と
、
意
味
は
分
か
る

け
ど
、
使
用
頻
度
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
、
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。
真
面
目
に
調
べ
た
こ
と
は
な
い
の
で
、
正

確
な
と
こ
ろ
は
不
明
で
す
。 

                  

幕
末
～
明
治
く
ら
い
に
な
る
と
、
文
献
資
料
に
も
ち
ら
ほ

ら
方
言
が
姿
を
現
し
は
じ
め
ま
す
。 

 

〔
安
政
地
震
経
過
書
付
〕
も
そ
の
よ
う
な
史
料
の
ひ
と
つ

で
、
私
は
方
言
学
に
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
な
い
の
で
、「
面
白
い

な
」
と
思
う
だ
け
で
す
が
、
方
言
学
を
学
ん
で
い
る
方
に
は

何
か
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

私
は
、
そ
の
時
期
の
史
料
で
、
何
点
か
方
言
ら
し
き
文
言

を
見
つ
け
て
い
ま
す
。 

 

幕
末
～
明
治
の
史
料
が
、
昔
の
方
言
を
調
べ
る
に
は
狙
い

目
で
す
。 

  

  

【
全
体
に
関
わ
る
参
考
文
献
】 

①
中
央
防
災
会
議 

災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
編
『
１

８
５
５ 

安
政
江
戸
地
震 

報
告
書
』（
二
〇
〇
四
年
）。 

②
中
央
防
災
会
議 

災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
編
『
１

８
５
４ 

安
政
東
海
地
震
・
安
政
南
海
地
震 

報
告
書
』（
二
〇
〇
五

年
）。 

③
中
央
防
災
会
議
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
『
１
９
４

４
東
南
海
・
１
９
４
５
三
河
地
震
報
告
書
』（
二
〇
〇
七
年
）。 

④
矢
田
俊
文
『
近
世
の
巨
大
地
震
』（
吉
川
弘
文
館
、
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
四
六
三
、
二
〇
一
八
年
）。 

⑤
土
田
宏
成
・
吉
田
律
人
・
西
村
健 

編
著
『
首
都
圏
史
叢
書
⑧ 

関
東

大
水
害―

―

忘
れ
ら
れ
た
１
９
１
０
年
の
大
災
害
』（
日
本
経
済
評

論
社
、
二
〇
二
三
年
）。 

    

〔
安
政
地
震
経
過
書
付
〕
よ
り
「
ひ
つ
ミ
お
や
し
」 

補
遺 

鳴
動
す
る
地
面
、
奔
走
す
る
人
間 

情
報
伝
達
と
復
興
の
震
災
史 

 

袋
井
市
歴
史
文
化
館 

令
和
六
年
度
ミ
ニ
展
示
解
説 

二
〇
二
四
年
十
月
十
七
日 

 

作
成 

杉
山
侑
暉 


